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1 Ｖ さ、 りIま れ る
出
の
用
紙
は
保
険
課
ま
た
は

支
所
に
あ
り
ま
す
。

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ｐ
届

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
届
け

と
す
ぐ
保
険
課
で
支
払
い
さ

と
お
金
か
贋
え
な
い
状
況
で

け
て
か
ら
一
カ
月
も
た
た
な

出
産
妄
の
即
時
払
い

国
民
健
康
保
険
に
入
っ
て
い

家
庭
で
、
赤
ち
ゃ
ん
か
生
ま

た
り
、
家
族
か
亡
く
な
っ
た

す
る
と
、
助
産
費
、
あ
る
い

葬
祭
費
と
し
て
二
千
円
支
給

れ
て
い
ま
す
か
、
今
ま
で
は

納
税
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

十
二
月
末
現
在
で
、
町
税
の

収
入
歩
合
は
七
十
七
％
で
す
。

忘
れ
た
り
し
て
ま
だ
納
め
て

い
な
い
力
は
ご
協
力
下
さ
い
。

納
税
は
納
税
組
合
に
加
入
す

る
と
お
得
で
す
。

・
現
在
、
金
木
町
に
は
四
十
二

の
納
税
組
合
が
あ
り
、
一
千
二

白
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

印胤j 発
行
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納
税
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お
知
ら
せ
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剛
想
は
摘
人
か
一
人
も
い
な
い

健
峨
な
社
会
だ
が
、
そ
の
た
め

に
病
院
が
成
立
し
な
く
な
り
、

医
者
か
〃
く
び
〃
に
な
る
の
で
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ま
ず
、
三
上
町
長
が
別
項
の

よ
う
に
年
頭
の
辞
を
述
べ
た
後

花
田
県
議
か
「
昨
年
は
小
田
川

ダ
ム
の
雌
設
、
養
瓢
指
導
所
の

移
転
蛸
強
、
郵
便
局
舎
の
新
築

巡
回
臓
業
相
談
所
の
開
設
等
の

促
進
に
力
を
入
れ
て
き
た
が
、

本
年
も
、
町
政
と
県
政
の
橘
渡

し
の
役
Ｈ
を
果
た
し
、
期
待
に

応
え
た
豚
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
も
あ
る
し
、
大
い
に
腿
進

し
よ
う
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し

た
。
続
い
て
安
田
金
木
病
院
踵

か
「
町
が
明
る
く
な
っ
た
こ
と

は
な
に
よ
り
う
れ
し
い
。
私
の
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会
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◆

躍
進
の
年
に
し
よ
う

○
恒
例
の
新
年
名
刺
交
換
会
は
、
一
日
午
前
十
一
時
か
ら
、
青
○

○
年
研
修
所
で
開
か
れ
、
各
界
か
ら
百
三
十
五
名
が
出
席
し
盛
○

○
会
を
き
わ
め
ま
し
た
。
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四
氏
が
抱
負
を
述
べ
る

合
連
合
会
艮
商
橋
松
太
郎
氏
の

音
頭
で
万
才
を
三
唱
し
て
、
な

ご
や
か
な
雰
州
気
の
う
ち
に
会

笑
わ
せ
、
小
山
金
木
警
察
署
長

か
「
犯
罪
や
交
通
事
故
の
な
い

あ
れ
ば
本
望
だ
」
と
参
会
者

の
協
力
を
仰
ぎ
、
商
工
業
の
振

興
策
を
い
ろ
い
ろ
櫛
じ
て
行
き

た
い
」
と
希
望
を
の
べ
た
後
、

折
詰
と
二
合
び
ん
の
祝
宴
に
移

り
、
午
後
二
時
噸
、
昭
和
三
十

九
年
か
〃
蹴
進
の
年
〃
で
あ
る

こ
と
を
願
い
、
金
木
町
納
税
組

努
力
す
る
」
と
力
強
い
挨
拶
。

駁
後
に
、
大
儒
商
工
会
長
か

「
昨
年
は
、
県
下
で
も
な
い
く

さ
ん
つ
く
っ
た
が
、
本
年
も
町

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
に

ら
い
り
っ
ぱ
な
街
路
灯
を
た
く
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を

に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
社
会
人
と
し
て
の
誇
り
を

も
っ
て
郷
土
発
展
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
お
祝

い
や
激
励
の
・
祁
葉
を
述
べ
ま
し

花
田
県
議
、
小
山
金
木
警
察
蕩

長
、
田
村
蒔
田
小
学
校
長
ら
か

「
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん

＝

金
木
町
の
成
人
式
は
、
一
月

十
五
日
、
第
二
保
育
所
で
行
な

わ
れ
、
新
し
く
大
人
の
仲
間
入

り
し
た
三
百
五
十
人
の
青
年
男

女
の
前
途
を
お
祝
い
し
ま
し
た

式
は
、
十
時
半
か
ら
始
め
ら

れ
、
山
中
教
育
委
員
長
の
開
会

の
辞
に
続
い
て
、
雪
上
町
長
、

一
を
閉
じ
ま
し
た
。

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
金

木
町
に
巡
回
職
業
相
縦
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
年

年
増
加
す
る
就
職
者
や
失
業
保

険
受
給
者
の
使
江
を
は
か
る
た

め
、
町
の
強
い
働
き
か
け
に
よ

り
没
け
ら
れ
た
も
の
で
、
職
業

の
あ
っ
せ
ん
や
失
業
保
険
の
支

払
い
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま

す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、
月
三
回

く
ら
い
の
割
で
、
金
木
町
背
年

研
修
所
で
、
｜
金
木
、
中
里
を
対

成人
ノ

式 職
業
相
談
所
の
開
設

戸

三
百
五
十
人
の
前
途
祝
福

午

商
業
に
う
る
お
い

I

記
念
品
、
金
木
町
連
合
背
年
団

か
ら
、
団
員
が
米
を
だ
し
合
っ

て
つ
い
た
心
の
こ
も
っ
た
紅
白

の
「
モ
チ
」
の
贈
呈
が
行
な
わ

れ
、
金
木
町
本
町
の
大
橘
昭
彦

君
か
新
し
い
成
人
側
を
代
表
し

て
「
私
た
ち
の
。
た
め
に
こ
ん
な

り
っ
ぱ
な
式
典
を
開
い
て
く
れ

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
私
た

ち
は
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と

誇
り
を
も
っ
て
、
期
待
に
添
う

よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
感
謝

の
言
紫
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
参
加
者
全
員
か
新
し
く
成

人
と
な
っ
．
た
青
年
の
前
途
を
祝

福
し
て
、
原
田
町
議
会
副
議
長

の
音
頭
で
万
才
を
三
唱
し
式
を

象
に
開
か
れ
て
い
ま
す
か
、
失

業
保
険
支
払
の
蚊
盛
期
の
二
、

三
月
頃
に
は
毎
週
開
設
さ
れ
る

予
定
で
す
。

十
二
月
二
十
五
日
の
開
没
日

に
は
、
六
百
人
ほ
ど
の
受
船
者

か
蝶
ま
り
、
総
額
二
百
十
万
円

ほ
ど
の
支
払
を
う
け
ま
し
た
。

こ
の
日
錐
ま
っ
た
受
給
者
の

中
に
は
、
「
近
く
て
大
変
便
利

に
な
っ
た
」
と
、
ニ
コ
ニ
コ
顔

で
、
町
の
商
店
街
へ
買
物
に
で

て
行
っ
た
人
た
ち
も
か
な
り
兇

青
年
団
が
「
モ
チ
」
を
贈
る

町
民
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、

納
税
成
紙
は
九
十
％
台
に
向
上

し
、
農
業
に
お
い
て
は
、
動
力

私
か
町
長
に
就
任
し
て
か
ら

一
年
有
余
、
明
る
い
町
づ
く
り

の
た
め
の
派
ば
つ
解
消
、
農
業

商
工
業
、
教
育
な
ど
の
振
興
に

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
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お
り
に
は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

し
か
し
、
町
議
会

、

終
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
「
夫
の
気
持
妾
の

気
持
」
と
い
う
教
青
映
画
の
上

映
が
あ
り
、
、
映
画
終
了
後
、
金

木
町
連
合
青
年
団
の
棟
方
兼
夫

氏
を
司
会
者
と
し
て
、
新
し
く

大
人
に
な
っ
た
青
年
側
か
ら
西

沢
清
一
郎
君
、
中
西
剛
君
、
白

川
タ
イ
ざ
ん
の
三
人
、
一
般
側

か
ら
安
田
婦
人
会
暖
、
今
源
威

教
育
委
員
、
清
野
大
東
ケ
丘
分

校
主
任
の
三
氏
、
行
年
団
か
ら

木
立
久
治
、
田
中
芳
舂
、
今
勝

信
の
三
氏
か
で
て
、
映
画
の
内

容
を
中
心
議
題
に
討
論
会
を
開

き
ま
し
た
。
「
夫
蹄
は
協
力
し

合
っ
て
家
庭
を
営
孝
掌
斡
け
れ
ばｉ

う
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
、
五
所
川
原
で
支

払
わ
れ
て
い
た
失
業
保
険
が
、

当
町
で
支
払
い
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
町
の
商
店
街
か
か
な
り

の
う
る
お
い
を
与
え
ら
れ
る
も

の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
働
く
場
合
で
も
、
出
稼

ぎ
に
行
く
場
合
で
も
、
就
職
し

Ｏ

た
り
、
失
業
保
険
を
受
け
よ
う

と
す
る
人
は
、
せ
ん
ぶ
町
役
場

で
「
就
業
登
録
」
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
，
現
在
、
金

木
町
で
、
こ
の
蜑
録
を
し
て
い

る
人
は
、
男
八
百
五
十
人
、
女

百
五
十
人
ほ
ど
で
、
今
後
さ
ら

に
増
加
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
。

．
な
お
一
就
業
登
録
」
は
役
場

産
業
課
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

喰
霧
機
に
対
す
る
補
助
に
よ
る
な
く
諸
間
脳
を
解
決
し
て
き
ま

共
同
防
除
態
勢
の
確
立
、
沢
部
し
た
。
な
か
で
も
年
末
の
大
蔵

堰
頭
首
工
の
完
成
、
小
田
川
ダ
省
の
代
定
で
、
小
田
川
地
区
土

ム
建
設
の
促
進
、
農
協
・
農
業
地
改
良
帆
業
が
国
憐
邪
業
と
し

団
体
に
対
す
る
助
成
実
施
な
ど
て
採
択
に
な
っ
た
こ
と
は
大
き

を
行
な
い
、
教
育
行
政
に
お
い
な
収
櫻
で
し
た
。

鵬
牒
行
政
に
重
点

長
期
総
合
計
画
の
と
り
ま
と
め
を

／

金
木
町
長
三
上
武

て
は
、
金
中
の
蛸
築
、
金
小
の
昭
和
三
十
九
年
は
国
民
期
待

ミ
ル
ク
給
食
実
施
、
統
合
中
学
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
あ
り

核
建
築
の
促
進
を
は
か
り
、
そ
曜
進
の
年
で
も
あ
り
、
気
分
を

の
他
、
教
画
住
宅
の
建
築
、
第
新
た
に
し
て
、
股
業
及
び
教
育

四
保
育
所
の
設
瞳
、
消
防
ボ
ン
行
政
に
一
段
の
力
を
入
れ
、
商

プ
の
購
入
等
を
行
な
い
、
大
過
工
業
に
対
し
て
も
適
切
有
効
な

い
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
意
兄
が
一
三
Ｉ
ヨ
ー
ク
の
藤
元
さ
ん

出
、
ま
た
来
賓
か
ら
も
発
言
か
は
今
年
も
金
永
小
学
校
な
ど
三

あ
る
な
ど
、
活
発
な
意
見
の
交
校
に
お
金
を
踊
っ
て
く
れ
ま
し

換
を
行
な
い
、
午
後
二
時
有
意
た
。
藤
元
さ
ん
は
、
金
木
町
寺

義
な
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
、
町
の
「
菊
地
食
唯
」
・
経
営
者
藤

今
年
の
成
人
式
は
、
行
年
団
元
り
つ
さ
ん
（
六
一
）
の
お
兄

が
会
場
の
準
備
や
後
か
た
ず
け
さ
ん
で
、
大
正
八
年
、
ア
メ
リ

に
協
力
し
、
関
係
者
か
ら
喜
ぱ
力
へ
渡
り
、
現
在
ニ
ュ
ー
ョ
ー

れ
ま
し
た
。
ク
で
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を
経
洪

山
中
い
き
社
教
主
事
の
話
’
し
成
功
し
て
い
る
方
で
す
ｃ
・
・

商
年
団
の
方
た
ち
が
全
面
的
に
毎
年
町
内
の
学
校
に
お
金
を

協
力
し
て
く
れ
て
感
謝
に
た
え
贈
っ
て
く
れ
る
露
志
家
と
し
て

ま
せ
ん
。
新
し
く
大
人
の
仲
間
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

入
り
し
た
、
い
わ
ば
〃
大
人
の
金
木
小
学
校
、
金
木
中
学
校
、

新
人
″
た
ち
に
、
先
輩
で
あ
る
金
木
高
等
学
校
の
三
校
に
そ
れ

青
年
団
の
方
々
が
、
り
っ
ぱ
な
そ
れ
一
万
門
ず
つ
贈
り
、
こ
の

社
会
活
動
を
身
を
も
三
Ｌ
示
し
や
伝
達
式
が
一
月
十
六
日
、
役
場

て
く
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
こ
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

と
と
思
い
ま
す
。
“

罷
溌
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鯉
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藤
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さ
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寄
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，

幸

吟参

ロl琴 振
興
助
成
対
策
を
識
じ
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
及
び
側
瀧
の
撚
備
や

ゴ
ミ
の
焼
却
場
な
ど
潔
境

衛
生
の
向
上
に
努
力
す
る

つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
展

業
振
興
を
主
軸

に
し
た
、
い
わ

ゆ
る
田
園
都
市

的
性
格
を
も
つ

男
た
〃
町
づ
く

り
〃
に
．
つ
い
て

長
期
か
つ
総
合
的
な
計
画

を
と
り
ま
と
め
た
い
考
え

で
す
か
ら
、
皆
さ
ま
の
、

よ
り
一
周
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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守

句

巳

建
設
に
つ
な
が
る
こ
と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

○
二
月
一
日
は
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
町
議
会
溌
員

の
選
挙
日
で
す
や

○
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
私
た
ち
の
代
表
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
り
っ
ぱ
な
人
を
選
挙
し
よ
う
。

○
町
の
し
ご
と
が
よ
く
巡
ぷ
か
、
・
町
が
明
る
く
な
る
か
な
ら

な
い
か
は
、
私
た
ち
が
逸
ぷ
人
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
言
っ

て
も
・
両
い
過
ぎ
で
は
な
い
の
で
す
。

○
「
誰
れ
が
重
し
も
同
じ
だ
」
と
言
っ
て
腱
は
ず
み
に
「
キ

樅
」
或
る
こ
と
は
私
た
ち
の
損
で
す
。

○
与
え
ら
れ
た
選
挙
す
る
「
賑
利
」
を
使
っ
て
、
信
緬
の
お

け
る
代
表
を
選
ぶ
こ
と
は
私
た
ち
の
「
義
務
」
で
す
。

○
一
人
一
人
の
仙
亜
な
投
票
の
機
み
稲
ね
が
、
明
る
い
町
の

Ip

・
選
挙
日
程

一
月
二
十
五
日
告
示
、
立
候
補
者
受
付

一
月
二
十
六
日
Ｊ
二
十
七
日
補
允
名
獅
従
瞳
（
申
州
期
間
）

一
月
二
十
六
日
’
二
十
九
日
異
議
申
出
期
間

一
月
三
十
日
補
允
名
簿
確
定

二
月
一
日
投
禦
日

基本選挙人名簿有権者数

（1月10日現在）

弾
●
熟
●
篭

》
い
い
〆
○
も
，
妬
偽
。

金

ｗ
内
４
１
１
１
１

弓
７

り
っ
ぱ
な
人
を

選
挙
し
よ
う

膿

ｊ在現る日よ
別
に
月
報
旭
月
年
口
犯
人
和
計
昭
推ｉ

人
人
人

３
５
８

妬
亜
調

８
８
Ⅵ１

男
女
計

女｜計’
1,7813.329,
一二－一一

イ959571495

2695131

1,2882.547
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－'一一一
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4,84419,338

１
１
１
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１
戸
』
Ｌ
ｌ
‐
一

一
区
区
一
区
部

所
螺
う
票
輝
票
択

Ｊ

投
鐵
投
、
投
鱸

場
一
く
こ
咋
一
三
田

一
第
第
一
第
時

I、
ノノ

1，548

462
－－

244

曲
Ｆ
凸
Ｐ
●
■
卓
甸

第 四投票区 1．259
（嘉瀬、中柏木）

第五投票区？937
（再良市）

ー

録
一

一
亡

一
死

ノ

喫区鋸
画
一

第六投
（大東ケ

計

“
｜
咽
－
４

ｰ

Ｐ
Ｐ
砂
の

一
Ｇ
心

199
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